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Abstract: Knowledge has improved human activities including industry and culture. Human workers 

accumulate large amounts of knowledge from their experiences. Such knowledge is useful for Artificial 

Intelligence (AI) but AI cannot use the knowledge because the knowledge is not systematized. Recent AI 

technologies such as machine learning and natural language processing support knowledge discovery 

from big data. On the other hand, knowledge engineering approaches such as interviewing and protocol 

analysis are also useful to acquire knowledge from human workers. However, knowledge discovery 

approach needs big data and knowledge engineering approach is costly. Under those circumstances, we 

have proposed a new methodology to make knowledge, which is accumulated implicitly in human 

workers, both explicit and systematized. We called the methodology as knowledge explication. We 

applied the methodology to three service domains including elderly care, education, and autonomous 

vehicle. Future prospects for this research are provided as conclusion of this paper. 

 

1. はじめに 

日本では高齢化社会の進展により，介護保険費は

増加している1．それを背景として，高齢者介護サー

ビス分野以外の技術を使用して高齢者介護サービス

を支援するための議論と活動が実施されている．そ

の一例として，ロボット介護機器開発・導入促進事

業プロジェクト2が存在する． 

一般的に，従業員の知識を共有することは業務の

支援につながる．本研究では，プロセス知識の共有

に焦点を当てる．ここでのプロセスとは，業務に必

要な行為と，業務で使用されるツールの機能を含む

概念である．それを記述して共有可能になったもの

をプロセス知識とここでは呼ぶ． 

従業員，介護を受ける高齢者（介護サービスを利

用する者という意味で以降利用者と呼ぶ．），施設の

持つツールなど様々な要素が異なるため，高齢者介

護施設のプロセスは，それぞれに異なる．さらに，

単一の施設であっても，従業員，利用者，施設環境

                                                           
1 平成 27 年度 介護保険事業状況報告（年報）: 

http://www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/osirase/jigyo/15/dl/h

27_gaiyou.pdf 
2 介護ロボットポータル施設：http://robotcare.jp/ 

などは時間の経過とともに変わり，それに伴って業

務プロセスも変更される． 

従業員がそのようなプロセス知識を構造化して施

設内で共有することができれば，構造化された知識

は業務プロセスの標準化に寄与する．さらに，構造

化されたプロセス知識は，新しい施設に移ったばか

りの従業員にとっても有用である．加えて，プロセ

ス実行中のチェックリストとしても使用することが

できる．そして，従業員は，構造化されたプロセス

知識を用いて従業員のプロセスの記録を適切に分析

することができる． 

このような知識共有のためには，従業員の持つ知

識を構造的に記述することが求められる．しかしな

がら，以下の理由から難しい． 

 従業員の中に蓄積されており，顕在化してい

ない． 

 多様性があるため，世界共通のプロセス知識

を作れない． 

筆者らはこれまでに，図 1 に示す方法論を提案し，

介護施設でのプロセス知識共有を支援してきた[2, 

3]．この方法論の重点は，従業員が共通のプロセス

知識に基づいて個別に施設固有のプロセス知識を記

述することである．従業員が中心的な役割を果たす



ことに特徴があり，従業員主体の方法と呼んでいる．

本方法論により以下が期待できる． 

 共通プロセス知識に刺激を受けることで，従

業員の中に蓄積されている固有プロセス知

識を表出し，記述できる． 

 現場主体の方法により，固有プロセス知識を

記述できる． 

このような方法論は，インタビューや大量のデー

タからの知識発見などの従来の知識獲得とは異なる

ため，知識発現と呼んでいる[西村 2017b]．知識発

現は，高齢者介護分野だけではなく，教育や地域活

性化，健康増進など，人を中心とする他の産業にと

っても有用である． 

本稿では知識発現の概要を述べた後，介護，教育，

自動運転への応用を紹介し，将来展望を述べて結論

とする． 

2. 知識発現 

2.1 知識発現の概要 

図 1 に，知識発現の概要を示す．プロセス知識は，

以下のステップに従って構造化される．第一のステ

ップは，共通プロセス知識を構造化することである．

共通プロセス知識は，教科書に記述されているよう

な知識を指し，同じ分野の現場で共通して利用可能

な知識である．第 2 のステップは，従業員自身によ

る固有プロセス知識を構造的に記述することである．

固有プロセスとは，その施設で頻繁に発生するプロ

セスを指す．この方法論は，従業員が主体となって

行うため，研究者や知識工学者が主体的に知識構築

に貢献してきた，従来の知識工学的な方法よりもコ

ストが低い．さらに，経験を積み重ねてきた従業員

が知識を記述することを促す方法論である．したが

って，この方法は，テキストデータがまだ蓄積され

ていないような分野で役立つ． 

2.2 共通知識の構造化 

この方法論では，まず，共通プロセス知識を用意

する．知識構築者の役割を研究者ではなく従業員が

果たすこともできる．その知識構築者は，最初に共

通のプロセス知識を構造化する．例えば，教科書ま

たは常識から共通と思われる知識を抽出する．どの

ように知識を抽出するかは任意とする．知識構築者

は，知識工学的な手法（インタビューやプロトコル

アナリシス）や大量のテキスト等からの知識発見を

用いることができる．このステップでは，知識構築

者が知識を要素ごとに分解し，それを相互に意味を

明確にしたリンクで結ぶ．これを構造化と呼ぶ． 

2.3 固有知識の発現 

次のステップは，施設固有のプロセス知識の記述

である．このステップはさらに 2 つの詳細なステッ

プに分解できる．まず，共通プロセス知識をもとに，

複数の従業員同士で，当該現場で固有の事例につい
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図 1 知識発現の全体像 



て議論を行う．筆者らは通常，ワークショップのよ

うなグループディスカッションを開催するが詳細は

任意とする．その際に，議論の結果出てきた事例を

共通プロセス知識の部分に関連付ける．これは従業

員らによる関連性の高さによって判断される．次に，

関連付けられた事例をもとに，固有プロセス知識を

記述し，共通プロセス知識に対して構造的に追加を

行う．その結果得られた知識が施設のプロセスを表

現するのに不十分な場合は，従業員同士の議論へ戻

り，不十分な知識を収集する．十分な知識がある場

合は，構造化された知識を現場のマニュアルとし使

うことができる． 

3. 知識発現の産業応用 

3.1 介護への応用 

2 つの介護施設において，高齢者介護サービスへ

の適用を行った[2, 3]．構造化したプロセス知識は，

褥瘡（床ずれ）の予防と食事介助である．褥瘡とは

「寝たきりなどによって，体重で圧迫されている場

所の血流が悪くなったり滞ることで，皮膚の一部が

赤い色味をおびたり，ただれたり，傷ができてしま

うこと」3である．共通プロセス知識は介護職員初任

者研修を受ける者が用いる教科書[4, 5]から抽出し

た．褥瘡予防のテーマで，従業員らが議論を通して

現場固有の知識を共通プロセス知識上に記述できる

ことを確認した．経験の浅い従業員とベテランの従

業員を混ぜたグループでワークショップを実施する

ことで，経験の浅い従業員に対する知識継承が，知

識記述と同時に起こることも確認された．3 回のワ

ークショップを実施した後に，固有プロセス知識は

それぞれの施設にとって十分な量となった．結果と

して得られた知識は，共通プロセス知識と比較して

最大 1.8 倍であった． 

3.2 教育への応用 

大学教育，具体的には，アクティブラーニング授

業の振り返り学習にも知識発現を適用した[6, 7]．こ

の講義では，顧客の生理学的感情やニーズを測定す

る感性生理学を教員が教えた．学生は日々の生活の

中で問題を観察し，考え，提示する方法を学び，実

践した．振り返りは，何かを記憶してスキルを得る

ために重要な方法である．しかしながら，適切な振

り返り学習をアクティブラーニングの中で行うこと

が難しいという問題があった．例えば，学生がレス

トランに関する情報を共有することを考える．レス

                                                           
3 褥瘡について: http://www.jspu.org/jpn/patient/about.

html 

トランに本質的に関連する情報には，テーブルの色，

料理の形，食べ物の匂い，背景音楽の音，味などの

さまざまな情報が含まれる．しかし，学生は単に食

べ物の味に関する情報を共有し，同じ情報に対して

振り返るだけであった．味覚以外についても講義を

しているが，学生が一人でそれらに気が付くことは

難しい．そこで，知識発現を用いた．共通プロセス

知識として講義内容を与えることで，学生は構造化

された知識に基づいて振り返りを行うことができる．

五感の全てに対して振り返りを行い，直感的なもの

以外の視点からも考えることが促された． 

3.3 自動運転への応用 

筆者らは，自動運転の領域にも知識発現を適用し

た[8]．正確には知識発現そのものではないが，第一

ステップを援用した．安全な自動運転のためには，

法律に従って行動する必要がある．自動運転レベル

3[9]では，自動運転車から人間の運転手に対して運

転を引き継ぐことがあるため，自動運転システムと

人間との間で相互に理解できることは重要である．

このような状況では，自動運転システムによる説明

は，人間の運転者が状況を理解するのに役立つ．筆

者らは，この目標を達成するために知識発現の前半

のステップを適用した．すなわち，運転行動を構造

的に記述し，それをもとに説明可能な自動運転のた

めの知識表現について議論した．運転行動は，交差

点で車両と人または自転車が衝突しそうになったヒ

ヤリハットを対象にヒヤリハット動画4から抽出し

た．全部で 36 件のインシデントが抽出され，これを

手動で分析した．その結果，右折時の運転行動の構

造化された知識を得た． 

4. 知識発現の将来展望 

図 2 に，知識発現の将来展望を示す．知識循環と

知識活用の 2 つの部分に分けて説明する． 

最初の部分は，図 2 の上側の知識循環についてで

ある．公開された共通知識ベースから，各現場ごと

の固有知識ベースに向けて知識が流れ，各現場から

共通知識に対してフィードバックする流れを想定す

る．共通知識がそれぞれの現場に伝えられると，従

業員は固有知識の発現を行う．現場固有の知識を構

築した後，その一部は現場固有の知識から共通知識

ベースにフィードバックを得る．フィードバックに

基づいて，ユーザーはそれぞれの現場の知識を比較

することができる．例えば，ある現場では共通知識

の 80％はそのまま使えるが，他の 20％は固有知識に

                                                           
4 ドライブレコーダデータセンター: http://web.tuat.

ac.jp/~smrc/drcenter.html 



置き換えて使っている場合を考える．このような場

合，その現場の管理者や経営者は，自分たちのどの

部分に強みや特色があるのかを理解することができ

る．さらに，共通知識からの差分が分かることは従

業員にとっても有用である．他の現場から異動があ

った従業員は共通知識と異動してきた現場の固有知

識との差分だけを理解することで，自分がこの現場

でどのように業務を行えばよいのかを考えるヒント

になりえる． 

2 つ目の展望は，各現場での知識発現と知識の活

用に関するものです．前述の通り，従業員らは，議

論を通して，固有知識を構造化する．このような現

場における固有プロセス知識の発現を支援するシス

テム開発が将来展望として生じる．図 3 は，開発中

の支援システムのスクリーンショットである．現状

は，知識を構造化するために最低限の機能のみを提

供しているが，入力時の推薦機能などを実装するこ

とで，今後の知識発現支援を実現していく．次に知

識活用について述べる．構造化された知識は，日々

の仕事の記録，センサデータ，ヒヤリハット事例の

報告などのさまざまなデータにリンクされる．その

ようなデータは，データを提示することによって知

識発現を支援することに使える他，構造化された知

識と一緒に提示することで，従業員がデータを理解

することに役立つ．ここには，機械学習アプローチ

も適用されうる．構造化された知識はデータのラベ

ルとして有用であるため，学習のために必要なデー

タの種類に指針を与え，適切なデータ収集を促す．
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図 2 知識発現の将来展望 



結果として，膨大なデータを集めるのではなく，少

ないデータだけを集めて，学習をすることが期待で

きる．他にも，知識を提示するためのインタフェー

スとして，QA システム，音声対話システム，アラ

ートシステムなども考えられる． 

今後，この知識発現方法を，健康促進，音楽演奏

の訓練，および知識が重要な他の産業に適用するこ

とを計画している． 

5. 結論 

本稿では，従業員が経験とともに積み上げてきた

知識に焦点を当て，それを共有できるように構造的

に記述する知識発現方法について現状を説明した．

さらに，知識発現の将来展望を述べて，今後の研究

方針を示した． 
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